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燃料デブリ分析のための超微量分析技術開発の一環として、模擬燃料デブリの溶解特性測定にマイ 

クロチャンネル流水試験法を適用する。今回は、模擬デブリ（CeO2 )を用いた予備的試験結果につ 

いて報告する。 
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1. 緒言 

誘導結合プラズマ質量分析（ICP-MS，ICP-MS/MS）は、福島第一原子力発電所から取り出した燃料デブリを

効率的かつ高精度に分析する手法として期待されている。本研究では、模擬燃料デブリを用いて静的浸出試

験およびマイクロチャンネル流水試験を行うことで、燃料デブリの保管から処分に至る過程での安定性（浸

出特性）を調査することを目的としている。本報告では、研究計画と CeO2を用いた予備実験結果を概説する。 

2. 実験方法 

1600℃大気雰囲気で 8時間焼結した CeO2焼結体(φ5 mm x t1 mm:99％TD)を

静的浸出試験に供した。浸出液には、1 M NaCl 溶液と 0.1 N HNO3溶液を用い

た。NFD において焼結した CeO2試料(φ31 mm x t 9 mm:87％TD)を幅 10 mm に切

断し、浸出面を研磨（#800-2000 およびダイヤモンドペースト）した後マイクロ

チャンネル流水試験に供した。浸出液には、1 M NaCl 溶液と 0.1 N HNO3溶液を

用い、10µL/min の流速で試料と接触(W：2 mm x L:20 mm)させた。それぞれの

試験で定期的に溶液をサンプリングし、ICP-MS により溶液中の Ce の分析を行

った。 

3. 結果 

静的浸出試験結果を図 1に示す。1 M NaCl溶液には有意な浸出は起きて
いなかった。一方、0.1 N HNO3溶液には一定速度の浸出が見られた。マイ

クロチャンネル流水試験の結果を図 2 に示す。静的試験と同様に硝酸溶液
にのみ Ce の浸出が見られた。初期に大きな浸出速度を示すが、10 時間後
にはほぼ一定になり、静的試験の数倍の浸出速度を示した。 
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図 1 静的浸出試験結果 

 
図 2 マイクロチャンネ

ル流水試験結果 
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